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ヴラースタ ・ヴ ィンケル ホーフェローバ ー(プ ラハ外 国語大学)

(1)日 本研究の初期

1918年10月28日 、チェコスロバキアが独立共和国になって、国内の学問 も大いに刺激を受

けた。1922年1月 、マサ リック共和国大統領の提案で、特別の法律 によって東洋研究所が設

立された。設立の目的は東洋研究のほかアジア諸国との経済交流発展で もあった。数年間建

物がなかったので、研究所が実際に活動を開始 したのは1929年 である。同年、東洋研究所 は

季刊誌ARCHIVORIENTALNI〔 東洋文庫誌〕 を刊行 し始めた。当時、プラハのカレル大
り

学では、世界的に有名な学者たちの手で伝統に裏打 ちされた東洋学の研究が続けられるかた

わら、東洋研究所では新 しい専門分野が計画的に確立され発展 していった。

チェコにおける本格的な日本研究 も東洋研究所で行われるようになった。30年 代には研究

所で日本の総領事が 日本語教室を開 き、この教室で後に日本学の創始者 になったプルーシェ

ック夫妻(Vlasta,JaroslavPr&s6k)が 日本語 を学び始めた。同じ30年代 にプルーシェック

夫妻が東洋研究所の奨学金を得て、 日本 に数年滞在し、 日本語 と日本文学について学んだ。
2)

チェコの日本研究の開拓者になったプルーシェックは元来歴史家であ り、極東文化史、主

に中国の文学 に興味を持 っていた。日本滞在中 も日本の文学のほか中国文学の資料 を集 め

た。後に中国文学の研究に専念したが、戦後1947年 にプラハのカレル大学哲学部の中国 ・日

本の語学 と文学の教授 になって、大学で極東研究の基礎 を作った。

1939年 にチ ェコにお ける最初 の日本語教 科書 を書 いた のは ヒルスカー女史(Vlasta
ヨラ

Hilska)で ある。 ヒルスカー女史 はJ・ プルーシェックの先妻で、一緒 に日本に滞在 し、

日本語 と現代文学を研究 した。1940年 代の初 めに、ヒルスカー女史は夏目漱石の 「草枕」、

谷崎潤一郎 の 「お艶殺し」 と芥川龍之介の短編6編 を訳 して1942年 に発表 した。この本はチ

ェコスロバキアでは最初の日本文学作品の直接翻訳であった。 これより以前に紹介された日

本文学作品は ドイツ語 ・英語あるいはフランス語訳からの間接的翻訳であった。このほか、

ヒルスカー女史 は詩人のBohumilMathesius(1888-1952)と 協力 して、『万葉集』 と 『古

今集』の和歌の選集をチェコ語訳で紹介 した。『水に書かれた詩』 というこの叙情詩的な小

さな本 は戦争中の暗い時代 に好評 を得て、今 日まで何回 も再版 をかさねた。

30年代末からプラハの東洋研究所付属東洋言語学校が開かれ、この学校ではすでに戦争中

か らJ.Pr&s6k,A。Pultrの 講師が日本語を教 えていた。

149



(2)第 二次世界大戦後の日本研究

チェコスロバキア共和国は1939年3月 にナチ ・ドイツに占領 され、同年11月17日 にチェコ

の大学全校がナチスに封鎖されて、大勢の大学教師 ・大学生がナチ収容所 に収容され、大学

教育 ・研究 は5年 以上 も中断された。1945年 の終戦後に大学 は再開され、チェコの東洋学 も

新 しい繁栄の時代に向かった。

1947年 の秋からカレル大学哲学部で、日本学 と中国学の講座 が出来て、J・ プルーシェッ

クが中国 ・日本学の語学 と文学の教授 にな り、最初の学生を4人 指導し、『竹取物語』・謡

曲 ・西鶴の作品な どの日本文学について論じ講義 した。

東洋研究所 は1945年 より、20年 代末以降発行 された 『東洋文庫誌』のほかに、『新東洋』

(NovyOrient)と いう月刊誌 を刊行し始めた。『東洋文庫誌』が主に研究家を対象 とした学

問的季刊誌であるのに対 し、『新東洋』はむしろ一般読者向 けの専門誌で、アジア ・アフリ

カの諸国の文化 ・歴史 ・社会な どを紹介する雑誌である。 この2つ の雑誌 はこの45年 間日本

語 ・日本文化 ・文学 ・美術などを論 じる数多 くの論文 ・記事を掲載し続 けている。

1952年 、チェコスロバキアに新しく科学 アカデミーが出来た時、東洋研究所 はこれに所属

することになった。プルーシェックが所長 となり、1953年 に大学での教育 を止めた。その時
4)

まで東洋研究所 に付属 していた東洋言語学校 も1952年 にプラハ言語学校に東洋部 として併合

されたが、中国語、アラビア語、 トルコ語、ペルシャ語、イン ドネシア語、ベンガ リ語、ヘ

ブライ語、 ヒンディー語、サンスクリットな どの教室のうち、 日本語教室に通 う学生の数が

最初からいちばん多かったのである。

プルーシェック教授のあとを受けついで、ヒルスカー女史がカレル大学の日本学講座 を担

当することになった。1953年 に哲学部の極東学科の科長になり、1960年 以降アジア ・アフリ

カ研究部 を担当していた。 ヒルスカー女史 は戦前、 日本滞在中に日本プロレタ リア文学の代

表的な作品を読み、戦後小林多喜二の 『蟹工船』、徳永直の 『太陽のない街』な どの小説 を

翻訳 し、プロレ'タリア文学を中心に日本文学 に関する論文を書いた。1953年 にチェコスロバ

キアの最初の日本史も発表 した。

戦争中に中断 した日本 ・チェコ交流は、50年 代の半ばまで殆 ど復活せず、 日本研究 も大変

困難であった。東洋研究所の図書館の日本蔵書は戦前の出版物 しかな く、新 しい資料、特に

文学の新作品 ・雑誌な どがチェコに入 らな くて、参考 にすることが出来なかった。

日本 ・チェコスロバ キア国交が1957年 に再開された後、1958年 にヒルスカー女史が渡 日し

て、チェコ ・日本文化交流がある程度復活 したが、研究資料は以前同様大変少な く、研究は

主に大正 ・昭和初期 までの資料に基づいていた。1950年 以降、 日本学を選択する学生がかな

り定期的に(1年 おき)カ レル大学に入学 して、1960年 代末にはすでに20人以上の日本学の

専門家が育て られた。

1968年5月 にヒルスカー女史が急逝した後、哲学部の日本学教育 を担当したのがJ・ プル
5)

一 シ ェ ッ ク の 弟 子 の ノ ヴ ァ ー ク(MiroslavNov稾)で あ る
。 ノ ヴ ァ ー ク は語 学 研 究 の ほ

か 、 特 に 江戸 時 代 の文 学 を研 究 し、 芭 蕉 ・西 鶴 な どの作 品 をチ ェ コ語 に訳 した 。俳 句 の本 質
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19チ ェコス ロバ キアにおける 日本研 究

に触れる論文 を書き、東洋演劇の専門家D.Kalvodova女 史 と協力して、 『松風』 という題

で日本演劇史 も書いた。ノヴァークは立派な教育者 としても名高 く、現在チェコスロバキア
の

で日本研究 を発展させる日本学者の若い世代 は殆 どノヴァークの弟子である。彼の弟子はチ

ェコスロバキアだけではな く、外国で も活躍 している。いわゆるプラーグ言語学派の構造主

義 に基づ く2人 の日本学者、オース トラ リアのモナシュ大学教授JV・NeustupnYと イギ リ

スのシェフィール ド大学のJiYiJelinekも ノヴァークの弟子にあたり、日本文学の研究家で

は、シェフィール ド大学のMifiamJelinek女 史 とカナダの トロン ト大学のA.Limanも プ

ラハ大学出身でノヴァークの弟子である。ノヴァークがチェコの日本学の方法論的な基礎 を

つ くり、彼の書いた 『日本語文法』『日本文学』『日本文字入門』などの大学教科書は基礎教

材 となって、再版 されている。 またノヴァークは私小説の研究や近代現代文学の翻訳など広

く活躍 した。彼 は1982年2月 に急逝する直前、清少納言の 『枕草子』 と鴨長明の 『方丈記』

を訳 したが、 この翻訳はノヴァークの死後出版された。

1950年 代 と60年代 をチェコスロバキア東洋研究 の黄金時代 といって も過言ではないだ ろ

う。チェコスロバキア科学アカデ ミー会員に6人 もの東洋学者が選ばれ、プルーシェック所

長下の東洋研究所の研究活躍は上昇の機運にあった。共同研究 プロジェクトは、60年 代の半

ば、チェコスロバキアの東洋文学研究家が力を合わせて、世界最初の 『アジア ・アフリカ作

家辞典』 を編纂して、1967年 に発表 した。1970年 代にはこの辞典をもとに、英語版 もイギ リ

スと日本で出版された。その他の共同プロジェク トは、東洋近代文学の成立 と発達 の研究で

あった。 このプロジェクトには日本学者のノヴァークも参加し、本 は 『出会いと変換』 とい

う題で1976年 に発表された。

1968年8月21日 のソ連など5か 国軍事介入の後、チェコスロバキアは政治的 ・社会的暗黒

時代に入 って、東洋学研究にとって も困難の多い時代が始まった。以前チェコスロバキアの

科学の誇 りとなっていた東洋研究 は 「ブルジョアなまかじりの学問」 と指摘 されて、計画的

に荒 らされていった。大学の教師や東洋研究所の研究員達(プ ルーシェック所長 も含めて)

は政治的理由で仕事を辞めさせられ、大学で研究 されて来た専門的学問が強制的に減 らされ

ていった。学生の人数 も制限された。チェコの東洋学は昔からフィロロギー研究、すなわち

語学 と文学の研究が水準のいちばん高い分野であったが、1970年 以降、文学 と語学関係の講

義 も制限 された。 日本研究 も例外ではな く、ノヴァークの死後、 日本科の教育内容が一面的

になって、政治学 ・経済学などの講義やゼ ミナールが増 え、それに反して日本文学、特に古

典 ・美術 ・日本思想 などの教育 は貧弱になってしまった。東洋研究所 の研究の範囲 も狭 くな

り、この20年 間のチェコスロバキアの日本研究家の業績は概 して、多 くの論文 ・著書 ・翻訳

などは個人研究家の自由な時間の努力の収穫であると言えよう。

現在、 日本研究 と日本語教育 を行なっているチェコスロバキアの施設 はプラハの場合、カ

レル大学 の哲学部のアジア ・アフリカ研究部、チェコスロバキア科学アカデ ミー所属の東洋

研究所、ナープルステック博物館、国立美術館の東洋部 とプラハ言語学校の東洋部である。

1986年 にスロバキアの中心地であるブラチスラヴァ市のコメニウス大学にも日本学科が出来

て、主に通訳者 ・翻訳者育成をめざしている。

151



(3)チ ェコスロバ キアの 日本研究の現状

東洋研究所の研究員のうち、日本学の専門家が2人 いる。ノヴァークの代表的な弟子であ

るフィアラ(KarelFiala)は 京都大学に数年間留学 し、日本の大学の博士課程を修得 した

最初のチェコ人である。言語学者のフィアラの専門分野は、中世 ・現代 日本語の構文論 と文

章論の構造的研究である。国内 ・外国でも数多 くの論文を発表 し、最近 『平家物語』のチェ

コ語訳 ・注釈書を完成 した。今年の4月 から、フィアラ博士 はこの国際 日本文化研究センタ

ーで1年 間研究を続ける予定になっている。東洋研究所 のもう1人 の 日本研究員、K穰�

Kabel稍�竢� 史の研究対象は日本文化、特に能楽 と音楽である。

カレル大学アジア ・アフリカ研究部の日本科で、今年の冬 の学期 まで担当教師であった

ZolenkaVasiljevov竢� 史 は歴史が専門であり、 日本 のファシズム と封建制度の研究をして

いる。1986年 にマルクス主義の観点にたった 『日本史』を発表 した。AliceKraemerov竢�

史 も主 に言語研究をして、 日本語教育の担任教師になっている。今年の4月 には、70年 代 の

初めまでアジア ・アフリカ研究部 のシーニア ・講師であった。VlastaWinkelh�erov竢� 史

がカレル大学 に戻って、 日本文学の講義 ・ゼ ミナールの担当になる。カレル大学の日本学の

教育 は5年 制 になっていて、 この学期は5年 生 と2年 生 の学生が合わせて15人 在籍 してい

る。

プラハ のナープルステ ック博物館 の東洋部 の日本科長ボハーチ コヴ ァー女史(Libuse

Boh稍kou�)は 本博物館の所蔵:している豊富な 日本収集の美術品 ・工芸品な どの研究 をし

ている。根付け ・大坂プ リント・版画 ・刀の鍔 ・染め物の型紙 などについて論文 を書 き、

1987年 にV.Winkelh�erov竢� 史 と共著で 『扇 と刀』 とい う日本文化史 を発表 した。ボハ

ーチ コヴァー女史の活躍のお陰で、ナープルステック博物館の日本収集が多 くの展覧会 に出

品され紹介された。博物館の発行 しているAnnalsoftheN穡rstekMuseumと いう年報に

は日本物質文化 を論じる記事が殆 ど毎回載せ られ る。

1986年 の秋、スロバキアの首都 のブラチスラヴァ市のコメニウス大学にも日本研究科が出

来、現在6、7人 の学生が 日本語 を勉強 している。教育では主に現代語が強調され、通訳翻

訳者 を育 てている。担当教官 は東南アジア ・太平洋地域 の比較言語学者 クルパ(Viktor

Krupa)で ある。日本語教育 を担当しているKarolKutkaは 日本文学を研究 し、クルパ教

授 と同じく日本文学作品のスロバキア語翻訳で知 られている。

プラハ言語学校(外 国語学校)の 東洋部の学生のうち、 日本語を勉強するものは5分 の1

以上(200人 前後)を 占めている。 この学校の日本科は課程の種類が多 く、初級、中級、上

級 と国家試験準備課程があり、日本語の国家試験 とディプロマが受けられるチェコスロバキ

アの唯一の一般成人向けの教育施設になっている。東洋部の 日本学 の専門家 は4名 で、

IvanKrouskyは 特に日本児童文学の翻訳者 として知 られ、井伏鱒二、松本清張な どの作品

も訳 し、言語学校の日本語課程の教材になっている日本語教科書も書いた。シュヴァルツォ

ヴァー女史(ZolenkaSp'arcov�)とZora6ermakova女 史 も現代日本文学の翻訳 をし、シ

ュヴァルツォヴァー女史 は日本語教育の方法論を研究している。
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19チ ェコスロバキアにおける日本研究

プラハの国立美術館の東洋部長を長年勤めていたLuborH稻ekは 外国でもよく知 られて

いる日本 と中国の美術の研究家 ・理論家である。L.H稻ekが 書いた 日本陶芸 ・版画 ・グラ

フィックなどに関する論文は外国語にも訳され、極東美術の専門家に高 く評価 されている。
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一 い

IBUSEMasuji井 伏鱒 二 黒 い雨 屋根 の上 の サ ワ ン

IHARASaikaku井 原 西鶴 好 色五 人女 好色 一代 女
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INOUEYasushi井 上 靖 闘牛 猟 銃 通 夜 の客

IWANOH�ei岩 野泡 鳴 毒 薬 を飲 む女

KAIKﾖTakeshi開 高 健 裸 の王様 巨人 と玩 具 パ ニ ック 迷路

KAJIIMotojir6梶 井 基次 郎 檸 檬

K:AMOnoCh6mei鴨 長 明 方丈記

:KAWABATAYasunari川 端康 成 雪 国 千 羽鶴 名 人 眠 れ る美 女

行 く人 水 月 弓浦 市 十 六歳 の 日記 川 の あ る下町 の話 山の音

顔 の 出来事 あ りが とう 処女 の祈 り

:KINOSHITAJunji木 下順 二 夕鶴

KITAMorio北 杜 夫 楡 家 の人 び と 竹

KOBAYASHITakiji小 林多 喜二 蟹工 船 党生活 者

:MATSUMOTOSeich�ｼ 本 清張 点 と線 遭難

MA.TSUO:Bash6松 尾芭 蕉 奥 の細 道

MINAKAMITsutomu水 上 勉 雁 の寺 桑 の子 越 前竹 人形 猿籠 の 牡丹 竹 の

花

MISHIMAYukio三 島 由紀 夫 潮 騒

MIURATetsuo三 浦哲 郎 拳銃

NATSU:MES6seki夏 目漱石 草枕 夢十 夜 坊 ちゃん

NIWAF�io丹 羽 文雄 厭が らせ の年 齢

NOMAHiroshi野 間 宏 真 空地 帯 顔 の なかの 赤 い月

0:EKenzabur�� 江 健三 郎 遅れ て きた青年 ア トミック ・エ イ ジの守護 神 飼 育

OOKASh�ei大 岡昇 平 野火

S:EISh�agon清 少納 言 枕 草 子

SATAIneko佐 多稲 子 キ ャラ メル 工場 か ら

SHIGANaoya志 賀 直哉 城 の 崎 に て 真 鶴 清 兵 衛 と瓢 箪 雪 の 遠 足 正 義 派

灰 色 の 月 剃 刀 母 の死 と新 しい母 網走 まで 児 を盗 む話 小僧 の神 様 転 生

襖 老 人 或 る朝 焚 火 好 人物 の夫婦 台風 范 の犯 罪

TAK:EDATaijun武 田泰 淳 ひか りご け 蝮 のす ゑ 流 人 島に て 士魂 商 才

TANIZAKIJun-ichir�J 崎潤 一 郎 細 雪 春 琴 抄 蓼 喰 ふ 蟲 夢 の浮 き橋 蘆 刈

刺青 盲 目物 語 お艶 殺 し 母 を戀 ふ る記

丁OK:UNAGASunao徳 永 直 太 陽 の ない街 妻 よねむ れ

TSUJIKunio辻 邦生 夏 の砦

UEI)AAkinari上 田秋成 雨 月物語

UMEZAKIHaruo梅 崘春 生 日の果 て 桜 島 ポ ロ家 の春 秋 記憶 狂 い凧

YASUO:KASh6tar6安 岡章太郎 質 屋 の女房

YOKOMITSURiichi横 光 利一 機械 蠅

YOSHIDAKenk�g 田兼 好 つ れづ れ草

「古今 和歌 集 」 の和歌

石 川 啄木 の 短歌

芭 蕉 の俳 諧

伊豆の踊子

夏の靴 死
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石 川 啄 木 、 萩 原 朔 太 郎 、 堀 口大 学 、 三 好 達 治 、 高 橋 新 吉 、 北 園 克 衛 、 北 川 冬 彦 、 中 野 重 治 、 壺 井

繁 治 、 西 脇 順 三 郎 の 詩

CHI:KAMATSU:Monzaemon近 松 門 左 衛 門 心 中 天 の 網 島

KANZ:EMotomasa観 世 元 雅 隅 田 川

Z:EAMIMotokiyo世 阿 弥 元 清 忠 度 綾 鼓 松 風

Ky�en狂 言 二 人 袴

児 童 文 学

い ぬ い ・とみ こ 、 今 江 祥 智 、 仁 木 悦 子 、 山 中 恒 な どの 作 品

日本 に 関 す る 主 な 著 書(1945年 以 降)

V・Hilsk�:Japonsk馘ivadlo,Praha1947『 日本 演 劇 』

V.Hilsk�:D駛inyakulturajaponsk馼olidu ,Prahal953『 日本 国 民 の歴 史 と文 化 』

J・aV・Winkelh�erov�:StopohledunaJaponsko,Praha1964,1970,1973『 日本 百 景 」

Slov箞spisovateluAsieaAfriky ,1.,II.,Praha1967『 ア ジ ァ ・ア フ リカ作 家 辞 典 』1,II

D.Kalvodov�,M.Nov稾:V羡rvp絜i祥h ,Praha1975『 松 風 』(日 本 の演 劇 史)

Z・Vasiljevov�:D駛inyJaponska ,Praha1986『 日本 史 』

L.Boh稍kov�,V.Winkelh�erov�:V駛iramec-Kapitolyzd駛injaponskekultury
,Praha,

1987『 扇 と刀 ・ 日本 文 化 史 の 章 』

大 学 の 教 科 書

V.hrdlickov�,V.Winkelh�erov�,A.Pultr:Zem6pisn夕ahospodafsk夕p壬ehled6iny
,Korejea

Japonska,Praha1957『 中 国 、 日本 、 朝 鮮 の 地 理 と経 済 の 入 門 』

Z・Vasiljevov�:Novodob馘駛ingJaponska ,Praha1964『 近 代 日本 史 』

V・Wink・lh�…v竅ECit・nkan・vi・ ・v乎・h・ ・db・衂 ・ht・XtU・j・p・nstiny
,P・ah・1970r新 聞 と

専 門 日本 語 の テ キ ス トの 読 本 』

Z.Vasiljevov�:Pov稷ecn飩aponsko ,Praha1972『 戦 後 の 日本 』

Z・Vasiljevov�:PolitickyVYVOJJaponska1868-1945 ,Praha1976『 日本 の 政 治 発 展1868_

1945

M・Nov稾:Japonsk稷iteraturaI.,Praha1977『 日本 文 学1』

M・Nov稾・V・Winkelh�erov�:7aponsk稷iteraturaII .,Praha1977『 日本 文 学II』

J.Vochala,M.Nov稾,V.Pucek:LTvoddocinsk馼o ,japonsk馼oaKorejsk馼op罇ma,Praha

1978『 中 国 、 日本 、 朝 鮮 の 文 字 の 入 門 』

M・Nov稾:GramatikajaponstinyI .,Praha1980『 日本 語 の 文 法1』

M・ .Nov稾:GramatikajaponstinyII.,Praha1982『 日本 語 の 文 法II』

Z・Vasiljevov�:Feudalismusvzem祥hD稷n馼oVychodu ,Praha1983『 極 東 諸 国 に お け る封 建 主

義 』 』

A・Kraemerov�:Zakladnfkursjapon§tiny,Praha1988『 日本 語 の 初 級 』

M・Nov稾:Japonsk稷iteraturaI .,Praha1988『 日本 文 学1』

M・Nov稾・V.Winkelh�erov�:Japonsk稷it駻aturaII .,Praha1989『 日本 文 学II』(新 増 版)
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